
【歳　入】

福祉費
394億9774万8千円

26.0％

福祉費
394億9774万8千円

26.0％

1516億5831万4千円1516億5831万4千円1591億7782万3千円1591億7782万3千円

特別区交付金
693億817万3千円

43.5％

特別区交付金
693億817万3千円

43.5％

特別区税
320億2085万3千円

20.1％

特別区税
320億2085万3千円

20.1％

国庫支出金
202億414万8千円

12.7％

国庫支出金
202億414万8千円

12.7％ 職員費
311億9141万1千円

20.6％

職員費
311億9141万1千円

20.6％総務費
183億5417万9千円

12.1％

総務費
183億5417万9千円

12.1％都市整備費
158億3887万1千円
10.4％

諸支出金
153億4638万8千円
10.1％

教育費
147億4847万1千円
9.7％

公債費
51億4444万2千円
3.4％

環境費
43億3550万6千円
2.9％

都支出金
83億1844万4千円
5.2％

繰越金
68億6206万3千円
4.3％

諸収入
47億3692万8千円
3.0％

地方消費税交付金
44億1527万5千円
2.8％

繰入金
28億2353万8千円
1.8％

分担金及び負担金
25億4156万7千円

1.6％
その他

79億4683万4千円
5.0％

衛生費
40億4877万8千円
2.7％

産業経済費
26億2771万1千円

1.7％
議会費

5億2480万9千円
0.4％

【歳　出】

※その他は使用料及び手数料など。
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平
成
19
年
度
一
般
会
計
及
び
５
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
総
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
総
額
２
千
600
億
５
千
101
万
６
千
545
円

歳
出
総
額
２
千
517
億
２
千
265
万
９
千
196
円

　

平
成
19
年
度
決
算
か
ら
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
比
率
の
公
表
制
度

が
設
け
ら
れ
、
算
出
さ
れ
た
指
標
か
ら
み
て
、

本
区
の
財
政
は
健
全
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

各
会
計
の
決
算
額
は
左
表
に
、
ま
た
、
一
般

会
計
に
つ
い
て
は
、
内
訳
を
下
の
グ
ラ
フ
で

表
し
て
い
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
19
年
度
決
算
を
審
査

　

9
月
19
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
平
成
19
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
６
件
を
審
査

す
る
た
め
、
36
名
の
議
員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
の
審
査
は
、
第
１
～
４
ま
で
の
各
分
科
会
に
お
い
て
詳
細
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
の
採
決
を
行
い
、
い
ず
れ

も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
10
月
17
日
の
本
会
議
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
分
科
会　

一
般
会
計
の
う
ち
、
議
会
費

・
総
務
費
・
産
業
経
済
費
・
職
員
費
に
係

る
歳
入
歳
出
決
算

第
２
分
科
会　

一
般
会
計
の
う
ち
、
福
祉
費

・
衛
生
費
に
係
る
歳
入
歳
出
決
算

第
３
分
科
会　

一
般
会
計
の
う
ち
、
環
境
費

・
都
市
整
備
費
に
係
る
歳
入
歳
出
決
算

第
４
分
科
会　

一
般
会
計
の
う
ち
、
教
育
費

・
公
債
費
・
諸
支
出
金
・
予
備
費
に
係
る

歳
入
歳
出
決
算
、
各
特
別
会
計
に
係
る
歳

入
歳
出
決
算

各
分
科
会
の
所
管
審
査
事
項

平
成
19
年
度
決
算
の
概
要

平成19年度各会計決算

歳入決算額（円）
対前年度
伸び率

歳出決算額（円）
対前年度
伸び率

歳入歳出
差引額（円）

一 般 会 計 159,177,823,272 4.0％ 151,658,314,272 3.8％ 7,519,509,000

国民健康保険
事業特別会計 49,751,126,966 7.8％ 49,556,672,152 8.1％ 194,454,814

老人医療事業
特 別 会 計 29,463,693,661 −3.1％ 29,463,693,139 −3.1％ 522

介護保険事業
特 別 会 計 20,738,780,116 5.6％ 20,173,458,819 7.0％ 565,321,297

用地特別会計 481,108,266 216.0％ 481,108,266 216.0％ 0

駐 車 場 事 業
特 別 会 計 438,484,264 7.1％ 389,412,548 0.2％ 49,071,716

合　　計 260,051,016,545 4.1％ 251,722,659,196 4.1％ 8,328,357,349

葛
飾
区
議
会
公
明
党

　

深
刻
な
景
気
後
退
の
中
、
区
民

　

生
活
を
支
え
る
施
策
の
充
実
を

　

葛
飾
区
議
会
公
明
党
は
、
平
成
19
年
度
葛

飾
区
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
及
び
５
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
、
い
ず
れ
も
認
定
し

ま
す
。
以
下
、
款
別
に
意
見
を
述
べ
ま
す
。

　

総
務
費―

平
成
19
年
度
葛
飾
区
財
政
健

全
化
判
断
比
率
は
、
将
来
負
担
比
率
に
対
す

る
監
査
委
員
の
指
摘
に
し
っ
か
り
対
応
す
べ

き
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
負
担
比
率
の

計
算
式
を
都
区
財
政
調
整
制
度
の
も
と
で
行

う
に
は
課
題
が
あ
り
、
見
直
し
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。
年
末
や
年
度
末
に
向
け
緊
急
の
不

況
対
策
融
資
を
拡
充
す
べ
き
で
す
。
駅
周
辺

の
学
校
跡
地
な
ど
の
利
用
は
、
区
民
の
要
請

が
か
な
っ
た
形
で
対
応
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

街
路
消
火
器
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
設
置
基

準
の
見
直
し
も
含
め
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
中
期
実
施
計
画
の
策
定
に

当
た
り
す
べ
て
の
施
策
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
視
点
が
入
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

　

福
祉
費―

事
業
の
中
に
先
進
的
な
事
業

が
あ
り
評
価
し
た
上
で
、
以
下
を
要
望
い
た

し
ま
す
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
廃
止
の
動
き
も
あ
り
、
事
業
自
体
の
再
構

築
と
内
容
の
充
実
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
高

次
脳
機
能
障
害
事
業
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
を
さ
ら
に
推
進
す
べ
き
で
す
。
保
育
事

業
は
、
保
育
待
機
児
ゼ
ロ
の
取
り
組
み
推
進
、

一
時
保
育
、
緊
急
一
時
保
育
、
病
後
児
保
育
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

事
業
な
ど
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

要
望
し
ま
す
。

　

衛
生
費―

先
進
的
な
事
業
が
数
多
く
み

ら
れ
評
価
し
ま
す
。
そ
の
上
で
障
害
者
の
た

め
の
「
ひ
ま
わ
り
歯
科
診
療
所
」、
ね
た
き

り
高
齢
者
の
た
め
の
「
た
ん
ぽ
ぽ
歯
科
診
療

所
」
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
改
善
、
メ
ン
タ
ル
相
談

体
制
の
充
実
な
ど
精
神
保
健
事
業
の
拡
充
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
早
期
確
立
、
乳

が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
な
ど
女
性
の
健

康
支
援
の
充
実
を
要
望
し
ま
す
。

　

環
境
費―

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
公

共
施
設
へ
の
積
極
的
な
設
置
と
民
間
住
宅
・

施
設
に
も
導
入
し
や
す
い
施
策
の
推
進
を
求

め
ま
す
。
区
民
農
園
事
業
は
、
次
の
世
代
に

残
せ
る
よ
う
事
業
の
充
実
・
再
構
築
を
求
め

ま
す
。
廃
て
ん
ぷ
ら
油
に
よ
る
バ
イ
オ
燃
料

の
活
用
、
ご
み
収
集
に
か
か
わ
る
ス
プ
レ
ー

缶
に
よ
る
事
故
対
策
の
推
進
、
レ
ジ
袋
を
削

減
す
る
た
め
、
さ
ら
に
使
い
や
す
い
マ
イ
バ

ッ
ク
へ
の
改
良
を
求
め
ま
す
。

　

都
市
整
備
費―

高
砂
駅
北
口
の
自
転
車

駐
車
場
の
設
置
は
、
区
が
地
元
の
要
望
を
鉄

道
事
業
者
に
積
極
的
に
働
き
か
け
実
現
し
た

こ
と
を
高
く
評
価
し
ま
す
。
以
下
を
要
望
し

ま
す
。
高
齢
者
の
た
め
の
優
良
賃
貸
住
宅
の

計
画
的
な
建
設
と
と
も
に
管
理
費
な
ど
の
圧

縮
を
求
め
ま
す
。
四
つ
木
地
区
の
密
集
住
宅

市
街
地
整
備
は
、
住
民
や
地
権
者
の
意
見
を

よ
く
聞
き
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。
新
中
川
河

川
敷
へ
の
「
犬
の
広
場
」
の
設
置
、
公
共
ト

イ
レ
へ
の
手
す
り
の
設
置
、
平
成
22
年
４
月

か
ら
義
務
化
さ
れ
る
火
災
警
報
器
の
区
の
助

成
に
よ
る
設
置
促
進
を
要
望
し
ま
す
。

　

教
育
費―

学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
旧

式
の
冷
暖
房
機
は
、
最
新
の
シ
ス
テ
ム
に
入

れ
替
え
る
よ
う
望
み
ま
す
。
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
は
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し
た
本
の
受
け
渡
し
、

南
綾
瀬
・
奥
戸
地
域
へ
の
図
書
館
の
新
設
を

求
め
ま
す
。
食
育
リ
ー
ダ
ー
、
食
育
推
進
チ

ー
ム
設
置
は
評
価
し
ま
す
。
今
後
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
連
携
強
化
が
必
要
で
す
。
巡

回
型
の
導
入
な
ど
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

制
度
の
充
実
を
評
価
し
ま
す
。
さ
ら
な
る
い

じ
め
、
不
登
校
対
策
の
充
実
を
望
み
ま
す
。

発
達
障
害
は
、
早
期
に
一
貫
性
の
あ
る
支
援

が
重
要
で
あ
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
充

実
を
望
み
ま
す
。
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
葛
西
城
の
歴
史
資
源
の
展

示
充
実
を
望
み
ま
す
。
地
域
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
拡
充
を
望
み
ま
す
。
予
算
書
・

決
算
書
を
作
成
す
る
際
、
事
業
・
内
容
を
分

か
り
や
す
く
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
託
な

ど
の
指
定
管
理
者
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
は
、

収
支
状
況
や
事
業
の
概
要
の
分
か
る
資
料
提

出
を
求
め
ま
す
。

　

特
別
会
計―

介
護
保
険
制
度
が
円
滑
に

推
進
す
る
よ
う
、
入
所
待
ち
の
実
態
を
踏
ま

え
適
切
な
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
そ
の
他
、
着
実
な
推
進
を
要
望
し
ま
す
。

平成19年度決算に対する各会派の意見

一　般　会　計

この面から7面までに、平成19年度決算に対する各会派の意見を掲載しました。


